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新居小学校　運動場整備工事



  　報の登録等

23　工事実績情

24　養生その他

25　事故報告

現場の見やすい場所に掲げなければならない。また、請負者は、施工体系図

を別に定める様式により提出しなければならない。

者に届いた際には、その写しを直ちに監督員に提出しなければならない。

    　　　                                           (1.1.4)

・ 受注者は、各下請者の施工の分担関係を表示した施工体系図を作成し、工事

・ 受注者は、下請負(再下請を含む)に付する場合は、部分下請通知書を監督員
に提出しなければならない。

・ 受注者は、工事を施工するために締結した下請契約(再下請を含む)の

施工体制台帳を作成し、工事現場に備えると共に、別に定める様式によ

ると共に、別に定める様式により監督員に提出しなければならない。
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特　記　事　項項　目

ﾃﾞｰﾀ

電子データの形式は監督職員の指示による

特記仕様書及び標仕に記載していない材料及び工法等の仕様については当該業者

の仕様による責任施工（合法、安全、機能、品質等が確保されること）とする。

関連法令、行政指導等を遵守し、適正処理をすること。※ 1.3.11

受注者は、解体材、工事発生残材の分別保管に努め発生材のうち再生資源と

して利用できるものは、再生資源化施設へ搬入処理に努めること。その他のも

のは中間処理又は最終処理施設に搬入処理のこと。受注者は収集運搬及び処分

を委託する場合は、三者契約を締結し事前に許可証の写しを監督職員に提出す

ること。尚、収集運搬及び処分は受注者の責任においてマニュフェストシステ

ムにより適正に行うこと。

著作権に係わる施工図を作成するための設計図書データの貸出は監督職員の承認

を受ける。 1.1.6

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は発注者に帰属するものとす
る。 1.2.3

各工事の着工に先立ち空調吹出・照明器具・設備機器の位置・取合い等の記入さ

れた総合図（施工図）を作成する。

作成する※

完成原図 原図変更箇所をすべて訂正する

1.7.1 ～ 3 （表1.7.1

） １ 式・原図　　・ＣＡＤ

（アパッチャーカード方式）　

1部

部

三重県伊賀市西高倉３１４６番地

敷地面積

（４）メーカー名は、「株式会社」等の記載は省略する。

（３）特記事項に記載の（　．　．　）内の表示番号は、標仕の当該項目又は当該表を示す。

ものを適用する。

（２）特記事項は、

（１）項目は、番号に　

年版）の電気設備工事編、機械設備工事編を適用する。

（４）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は

１

　設計図書の優先順位2

適用基準等1  

　品質計画3 

　化学物質の濃度測定

　建築材料等6

技能士5  

電気保安技術者4  

項　目章

施工計画書及び

報告書の提出

２．特記仕様

のとする。

10．別途工事

　　建築工事仕様

11．その他の特記事項

１．共通仕様

２．工事場所

１．工事名称

　　工事概要

４．面積

３．工事種目

６．階数

５．建物高さ

８．工事期間

７．構造・地業

９．工事範囲

杭の杭頭補強既製1  印の付いた※印の付かない場合は、・印の付いたものを適用する。・

分離発注工事が有る場合は総合的に工程・取合等の調整を行う事

※工事施工報告書（工事進捗状況写真を含む）を、監督職員に毎月　回（　　部）

通提出する。保証開始日は建物引渡しの日からとする。

撮影の実績ある業者で下記による。

指定（　　　　　　　　　　　　　）

銀文字製本アルバム（２部）

以上の原板を使う場合は、監督職員に予めベタ焼を提出し確認を受ける。

※建築材料等の納入伝票類、施工写真を、監督職員の指示により提出する。

その他

測定対象室及び測定個所数（ ・ 図示

測定方法（ ※ パッシブ法 ・ アクティブ

報告書提出部数 部

）

( 1. .9)測定対象化学物質（ ●で示し たものと する 。）

適用
施設

用途

学校、

教育施設

住宅

・　

 　・ 仮設工事施工計画書 　・ 土工事施工計画書・ 総合施工計画書

ｺﾝｸﾘ-ﾄ・・ 鉄筋工事施工計画書・ 地業工事施工計画書

号1458号　及び　建告示1454）　　　建告示第 34・ 風速　（Ｖｏ＝

１７章　１ ６ 章 　９章　・１０章　・１３章　・１４章　・ ８ 章 　

号別表（　　　　　　）　　・建告 1455・ 積雪区分　伊賀市条例 40ｃｍ

※建築基準法に基づき定められる風圧区分等の適用工事　　　　（

  )ｃｍ (         ・ 凍結深度

図面及び仕様書の内容に相違ある時は下記の優先順位により判断し、監督職※

員と順位を協議の上決定する。

2～1.4.1（

適用しない　　　・ ）1.5.2（

適用する　　　・ ）1.3.3（

・ 屋根及びとい工事施工計画書　・ 金属工事施工計画書・ 木工事施工計画書

工事施工計画書

ﾕﾆｯﾄ

ﾀｲﾙ・

・ その他監督職員の指示するもの・ 舗装工事施工計画書

・ 塗装工事施工計画書　・ 内装工事施工計画書

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等の

ものとする。ただし、同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

・　工事写真の撮り方（改訂第ニ版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

４）各種標準図　５）標仕

・　建築工事標準詳細図

優先順位

・ 品質管理計画書

特　記　事　項

分離発注工事　※

現場説明事項書による作成しない　※

その他20  

模型類の作成19  

提出する。

※

2保証書を

BM現状設計ＧＬ＝図示　※

建築完成写真撮影 業 者 　

監督職員の承諾　　　※

※

保証書18  

工程報告及び工事17  

統括安全衛生責任者16  

アルバムを作成する※

設計ＧＬ15  

監督職員の指示による工事用看板　　※

写真

すること。

の指名

電子データの形式は監督職員の指示による

総括安全衛生責任者に指名する。

　部）・アルバム（

ｺﾝｸﾘｰﾄ

最上階柱頭補強3 

　帯筋2

）2.2.2（

・仕上りＡ４版－Ａ３サイズ２つ折り製本（縮小図）

下記のものを監督職員に提出する。ただし、原版は撮影業者の保管とする。

11,896.82 ㎡

印の付いたものを適用する。

22公共建築工事標準仕様書（平成.

増築 　 　 　

１

設計図書の取扱い10 

特別な材料の工法8  

製本図面

その他

・カラー

完成写真14  

完成図等13  

施工図等の取扱い11 

総合図の作成12  

・電子データ（

・

発生材の処理等9  

）（

）（

章

撮影箇所数分類・規格

・カラースライド

・カラーパネル（木製）

・ポジティブ
５

４

３

２

）（

工事用電力3  

仮囲い5  

指定仮設6  

仮設物撤去4  

受注者事務所1  

工事用水2  

）mm原板の大きさ（

鉄筋工事※

）（ ）

埋戻し及び盛土1  

建設発生土の処理2  

接地部分の断熱材2  

床下防湿層1  

地業工事※

（

　山止め3

1

2

2

2

部

（特定フロンを使用しないもの）

項　目

部

部

章

部

部数

部

その他

特　記　事　項

・ 石工事施工計画書

特　記　事　項項　目章

1 1

（３）用語の「監督職員」とは、工事請負契約書（以下「契約書」という。）に規定する監督職員､

監督員又は監督官をいう。

・　敷地調査共通仕様書（平成２７年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

年版）

１）質疑回答書　２）図面　３）特記仕様書

・ 地表面粗度区分（・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ ）建告示第1454号

1.2.2）

5

（図示）＋（　３０００　）

（２）標仕に規定する事項は、別の定めがある場合を除き、受注者の責任において履行すべきも

・仕上りＡ３版－Ａ２サイズ２つ折り製本黒表紙、銀文字入り

※本工事に別途工事がある場合、労働安全衛生法の定めにより、本工事受注者を

受注者は本契約後直ちに「統括安全衛生管理者適任届出（任意様式）」を提出

次の工事は何れも責任施工とし、受注者と施工者及び材料製造所の三者連帯

・ 工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報するとともに、

事故発生報告書を監督員に速やかに提出すること。

・ 工事施工に際し既存部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕上げ

共既存にならい補修する。

21　建設副産物

情報交換シ

ステムの利用

22　三重県産業

廃棄物税

表（マニフェストの数量の集計）を超えて請求することはできない。

なお、この期間を超えて請求することはできない。また、産業廃棄物処理集計

請求を行うことができる。

める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付して当該工事の発注者に対して支払

なった場合には完成年度の翌年度の４月１日から８月３１日までの間に別に定

「建設副産物情報交換システム」へ実績報告を行うこと。

「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を監督員に提出する。

また、工事完了後にはJACIC（（財）日本建設情報総合センター）が運用する

※受注者は受注時において延べ面積が500㎡以上の工事については、工事着手前に

※本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が課税対象と

工事実績情報サービス（CORINS）に基づき、受注、変更及び完成時に工事実

績情報として「工事カルテ」を作成し、監督員の確認を受けたうえ、受注時

は契約後１０日以内に、登録内容の変更時は変更があった日から１０日以内

に、完成時は工事完成後１０日以内に登録機関に登録申請しなければならな

い。

省略できる。

　ただし、変更時と完成時の間が１０日に満たない場合は、変更時の提出を

・ 受注者は受注時又は変更時において工事請負代金額が500万円以上の工事は、

　また（財）日本建設情報総合センター発行の「工事カルテ受領書」が受注

尚、施工条件明示書は、特記仕様書に含める。

[平成26年3月改定]」(以下「改修標仕」という。)及び「建築物解体工事共通仕様書(平成24年

版)」(以下「解体共通仕様書」という。)による。

ただし、標準仕様書に記載されていない事項は「公共建築改修工事標準仕様書(平成25年版)

特記仕様書

新 築 　 　 　 改 築　 　 　 その他（運動場整備工事）

（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築

工事　標準仕様書(建築工事編)(平成28年版)[平成28年6月一部改定]」(以下「標仕」という

（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課監修平成 28

工事施工計画書

・ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ､ALCﾊﾟﾈﾙ､ 押出成形 ｾﾒﾝﾄ板工事施工計画書

工事施工計画書・ 防水工事施工計画書

・ 鉄骨工事施工計画書 

・ 左官工事施工計画書　・ 建具工事施工計画書　 

及びその他の工事施工計画書　

・排水工事施工計画書

・ｶ-ﾃﾝｳｵ-ﾙ

・
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● ● ● ● ●

ｸﾛﾛ
ﾊﾟﾗｼﾞ

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
ｽﾁﾚﾝ

ｴﾁﾙ

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
ｷｼﾚﾝﾄﾙｴﾝ

●● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

ﾎﾙﾑ

ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

法）

）

キャビネ版※ ）)内部（4外部（

）ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ

外部（　）内部（　）

外部（　）内部（　） 以上36× 24※

以上125× 100※

・   1

 2※

 2※

・

・

・

・

万画素以上 800※ 2※

インチ5×4・　

・　　　版

外部（　）内部（　）

外部（　）内部（　）

外部（　）内部（　）

125×100

料材

・

・

・

・

・

・

・

特殊床工事

その他

外装工事

工事区分

植栽工事

年

年

年

年

年

年

年

年

年

・　年

・　年

・　年

・　年

・　年

・　年

・　年

・　年

・　年

・　年

・　年

・

年・

年・年・

・　年年

・　年年・

年

年・年・

・

・

・

・

・

 1※

※

備　考保証年数

・

・

・

・

・

・

・

・・ ・・

㎡

仮設物の撤去及び建物引渡しまでの工事用電気、水道、ガス等の料金（基本料

監督職員事務所の備品等　　

構内既存の施設　※

設ける

※

※

（

適用する（監督職員の指示による）

程度 100 65 35 25程度 10・

無償）・有償

 ）

設けない・ ）2.3.1（

）2.3.1（

）2.3.1無償）・有償※利用できる（

受注者事務所の規模　（  

・

構内既存の施設　 ・利用できない　

・利用できる（利用できない　

Ｂ形　　　※Ａ 形 　 　 　・

Ｈ型※

※

図 示 　　 　

（口は除く）　

行わない　　　

この章特記なき限り構造特記仕様書による

構外搬出適切処理

Ａ種　　　※

ポリスチレンフォーム保温材

ポリエチレンフィルム厚さ

この章特記なき限り構造特記仕様書による

建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下

・ 撤去　　・　存置　（　　　　　　　　　　　　　　）

（

・

・

・

木繊・

・

・

（

・

施工箇所

）

）3.2.5（

1） 3.2.（表

構内指示の場所に敷き均し・構内指示の場所にたい積・

Ｄ種Ｃ種 　 　 　Ｂ 種 　 　 　 ）3.2.3（

なし）　ｼ-ﾄ（床下防湿50セメント板　厚さ

mm）30厚さ（・ b種3規格品 J1SA9511

 0.15mm

）（

）

）3.3.3（

mm）50厚さ（・

（　　　　　　）　　

4.6.5

(Ｓ-12　杭頭補強配筋図）

行う　　　　　　

・

・・

高さ　　

仕様　　

金を含む）は請負者の負担とする。

無し　　　　　・

（目隠し型）

ガードフェンス　　・ 成形鋼板

有り（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）・

Ｈ＝　2.0ｍ８ｍ　　.Ｈ＝１・Ｈ＝３ｍ　　

・

）2.4.1（

ﾒｯｼｭｼｰﾄ 防音ｼｰﾄ

　アンカーボルトの保持3

溶融亜鉛めっき5  

　柱底均しモルタル工法4

及び埋込み工法

７

６

　施工管理技術者1

耐火被覆2  

鉄骨工事※

枠（せき板）の種別型4

コンクリート躯体5  

その他7  

　骨材の種類3

コンクリート工事※

　梁貫通孔の補強形式4

枠　断熱材兼用型6

　打放し仕上げの種別2

表面の処理

構造用アンカーボルト　　（　　　　　 ）7.10.1）（表7.10.3（

Ａ 種 　 　 　

素地ごしらえは、

亜鉛めっきの種別　　　

建方用アンカーボルト　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

無収縮モルタルのメーカー　性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承

摩擦面の処理　　・　ブラスト処理　　・　リン酸塩処理

※

・

・

Ｂ種

溶融亜鉛めっき作業標準による。JIS H 9124

Ｃ種Ｂ種　　　 ）7.12.3（

）7.10.3）（7.2.9（

）14.2.2（表

Ｃ種Ｂ 種 　※Ａ種　・

・ 　　）

）7.10.2（表

適用する　　　

この章特記なき限り構造特記仕様書による

・ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り

所要性能（区分）

・耐火板張り

Ｈ 形 　 　 　

パラペット立上がりコンクリートは原則として一体打ちとする。

施工箇所　　　　　　　　　　　　※

外装タイル

コンクリートの増打ち厚さ　　　　

MCR

この章特記なき限り構造特記仕様書による

高圧水洗工法の目荒しは、水圧50Ｎ/?  以上かつ、2.5分/㎡

工計画書を監督職員に提出し承諾を受ける。また、目荒しの状態は、事前に

運用及び適用箇所について

種　　※

普通合板型枠

打放し合板型枠

監督員に承諾をうける。

アルカリシリカ反応による区分

仕上がり面は凹凸状態とする。

階　～　　　階

階　～　　　階

階　～　　　階

建築基準法に基づく主要構造部の耐火時間

※

（

種別

・

・

・

※

※

Ａ※

（

 A・

・

・

階

）

乾式 ・半乾式 ・湿式））・（ﾛｯｸｳｰﾙ(・耐火材吹付け

分耐火（　　　　　）・30

・２時間耐火（　　　　）

・図示

）6～7.9.2（

）6～7.9.2（

・　既製品Ｍ形Ｍ Ｈ 形 　 　

・図示　

後張り面の躯体表面の処理

図示・ 20mm

工法用気泡ポリエチレンシート張りとし、MCR工法は、せき板面に

・ Ｂ（※コンクリート中のアルカリ総量Rt=30N/㎡以下）

）（

）6.5.4）（（

）（表

）

 以上とし、施

断熱材による14１９章内装工事 ----   

壁間仕切

）7.1.4（

種 C・種　 B ）（表

屋根

0.5

0.5

0.5

2

2

1

3

2

1

外壁

（耐力壁に限る）（耐力壁に限る）

床柱 階段梁

壁
部位

耐火構造の耐火時間（時間）

0.5

0.5

0.5

1

2

3

1

2

1

2

2 2

1 2

諾を受ける。

特殊合板型枠・

・

・３時間耐火（　　　　　）

・１時間耐火（　　　　　）

※ Ⅰ類　 ・  Ⅱ類 6.2.1

6.2.4

6.3.1

6.8.3

Ａ種　　　・ ・

1  ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

・

管理建築士
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特記仕様書１

残土処分　　　※残土処分について、一部他工事での利用計画があるため、関係機関

　　　　　　　及び監督員と協議調整を行う事

・

一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

仮
　
設
　
工
　
事

土
　
工
　
事

地
　
業
　
工
　
事

鉄
　
筋
　
工
　
事

コ
 ン
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 ー

 ト
 工
 事

鉄
　
骨
　
工
　
事

１Ｇ

着工　契約日 竣工　令和　2年　2月　28日

・グランド整備工事　・駐車場整備工事　・車路整備工事　・遊具設置工事

・工作物移転及び撤去工事　・ユニバーサル整備工事　・街灯及び屋外時計設置工事

・

新居小学校　運動場整備工事

新居小学校　運動場整備工事

・　適用する（監督職員との協議による）

・　縮小原図　（Ａ３判）

・　マイクロフィルム（設計図一式）

・　保全に関する資料の部数

※(1)

 ※

(3)

(4)

(2)

(5)

(6)

(7)

・　施工図（・ 構造躯体　・ 仕上げ　・ その他監督職員の指示するもの）



工法

（　　）

）

 ＡＬＣパネル

 建築用コンクリート

 塗膜防水

 合成高分子系

 アスファルト防水

 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水

 ルーフィングシート防水

８

９

2

1

1

章

・ 25形　・ 45形  ・ 50形　・ 65形　・ 90形　・ 100形

スタッド、ランナの種類                            (14.5.3)

・横葺

均圧力差

を有し、以下の性能を有するもの。耐風圧：負圧

長尺金属板葺きは国土交通省指定認定機関における耐風圧・水密性能データ

※

耐震工法の採用　　　※

ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ

形　状

天井ふところが

特記なき限り、材質はステンレス

工法規格はメーカーの基準による。

伸縮調整継手　　　※

養　生　管　　　　亜鉛めっき鋼管

材　　　料　　※

掃　除　口　　　　※

鋼管製といの防露　※

断　熱　材　　　※

形　　　式　　※

形　　　状　　　山高（　　　）

材　　　種　　　　

工　　　法　　　　

耐火性能　　　　※

軒先面戸板　　　※

とい受金物　　　　※

引抜き試験　　

 250

 300

 100

 200

 350

・一文字葺

大空間天井の下地補強及び壁とのクリアランスは図示による

（規格等）

工法　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

方式

・ロ型方式

・クロス方式

・ライン方式

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

耐風補強（屋外の軒天井、ピロティ天井等は耐風補強とすること）

・手すり

・タラップ

種　類

角

 その他の防水処理

コンクリートブロック積みの場合は、コンクリートの立上がりを設ける。

コンクリートスラブと立上がりとの打継ぎ部分には、幅

水廻り箇所及び水の被害が予想される所では、全面的に防水層を施工して

.イ

.ロ

ウレタン系塗膜防水を行う。

内部水廻りの防水処理

いない場所でも、次の下地処理を行う。

ｍｍ程度で500

シート防水　　

） 　 　

・

0.15mm

（一般部）　※

Ｂ 種 　

４種（寒冷地域）

（

9.5.2

成分形シリコーン系（脱オキシム形）シー

パネル　　　　　　

・

・

２面接着、ノンワーキングジョイントは

・

　※外壁以外の目地で、浴室、流し台、洗面化粧台等　水まわりや、耐温水性が

※適用する　・適用しない

仕上げ塗料塗り

仕上げ塗料塗り

屋外便所床

／箇所、立上がりｍ40～25設置数量　（平場※

屋根アスファルト露出防水　　脱気装置

SUS304ステンレス※設ける　　材種（※

1 X・

2 Y・

1 Y・

・

2 X・

による下表以外は、表 シーリング

 脱気装置

2
※ フラットヤーンクロス70g／m

ポリエチレンフィルム厚さ絶縁用シート　※・

50 45 35 25※）　mm厚さ（

25mm成形伸縮目地　幅伸縮調整目地　　・

※立ち上がりコンクリート打放し仕上げの種別　・

押出成形セメントパネル適 用 する 　※

押出法ポリスチレンフォーム※断熱工法の断熱材・

３種（一般地域）　※アスファルト防水・

立ち上がり部の乾式保護材・

 S-F1・

F2 S-・

 S-M1・

・

 2.0※

 1.5※

・・　

）mm厚さ（

 1.2※

注入目地・

適用しない・

-2・Ｂ-1・Ｂ

-2・ＢＩ-1・ＢＩ

・

・

　）厚さ（AS-2 　・　 AS-1・種別

 1.5※M2 S・

 S-M3・  1.2※

（

-2　・ Ｅ-1・Ｅ

1必要な部位は、防カビタイプ　

・

-2　・ Ｄ-1・Ｄ

、建具外壁

   PC・

※ワーキングジョイントは

PU-2

SR-1

リングとする。

シーリング材の種類

金属、ＣＷジョイント

ガラス、ライニング

施工箇所

ただし、特定フロンを含まないもの。

施工箇所種　別

施工箇所

地下外壁防水

2

施工箇所

種　別

ｍ／箇所）10

設けない　　

（

カラー・シルバー　

程度（断熱工法）

以上（保護防水）

（外周部） 30

）mm（厚さ

カラー

シルバー

軽歩行・

非歩行※

）9.4.1（表

）6.2.3（表

）9.2.2（

）9.2.2（

）3～9.4.2

ト-工法の保護シ-2Ｙ

）2～9.5.1（表）3～

）9.3.1（表）4～9.3.2（

）9.2.5（）8.5.6（

 RC

5× 5図示　

10× 20図示　

３面接着を

10× 20図示　

使用分類

仕上げ塗料塗り

目地寸法

防腐処理6  行わない行う　　　　　　※

合板張り厚さ12㎜

による）

合板張り厚さ

☆☆☆☆　

　床板張り7

※下張り用床板　※無し ・有り（

19.5.2※フローリングによる（床板

※※　有り（

F※　　ホルムアルデヒド等8

発散材

ホルムアルデヒド放散量の等級

フローリング及び縁甲板張り床

畳下床板

　システム天井9

・

※

　あと施工アンカ－10

・

）12.2.8（

）（表

板張り・ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ厚20）

・

 12 mm  

）・ 縁甲板（※ひのき

防水タイプ）　・　無し12 mm

）（

・　

（

本工事に使用する木材は、品質が求められる水準以上であれば、「伊賀市公共

行う（

による

外壁柱梁型及び壁の出隅部等標準的な曲がり部には

イル以上の外壁耐震目地廻りにはステンレスなまし

行 う 　 　

密着張り　　

※図示　・　　　）　

代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性とする。

行う　　箇所（　　　　　　　　　　　　　）

改良積上げ張り

章コンクリート）又は高圧水栓（ポリマ

行う

木材保存剤（木材の防腐、防蟻処理）は、非有機リン系とする。

鉄線で落下防止処理を行うこと。その他監督職員の指示するものも同様とする。

建築物等木材利用方針」に基き、原則として伊賀市内の木材の優先利用に努める

12

※

木材の品質1  

イル　役物タ4

　落下防止5

　その他7

型枠先付け工法

イル陶磁器質タ3  

市販品による　　　　　 12.2.1標仕※

タイルシート法※

目地桝法・

行わ な い 　タイルの見本張り　※

5～15.2.2標仕下地モルタル塗り　　※

外壁部窓マグサ※

外壁窓マグサ部廻り・小口タ※

　　※接着力試験（屋外のタイル張り）

イル張りの工法壁タ2  

改良圧着張り　　外装タイル　※

行う（施工範囲躯体表面の処理　　　※

・ ・ ・ ・ ・

・

・ ・

・

・ ・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

桟木法・

必要な部分　（　　　　　　　　　　　　　　　
伸縮調整目地及び　6 

ｍ以下

樹種2  

集成材3  

・

・２級※１級構造用集成材・

造作用集成材・

化粧ばり造作用・ ・

・

・

一般材※

による12.2.3表標仕※

集成材※

接着剤4  

種　類

防蟻処理5  行わない※ ・

100

・２級※１級

・２級※１級

角600

・壁タイル接着剤張り内装タイル　※

6工法（MCR※

・行わない　※タイル見本焼　　

・汚垂石

規格・品名品　　名

集成材

ひび割れ誘発目地

二丁掛タイル

適用タイル

小口タイル　

大形タイル

役物タイル（一体成形）を使用する。

種　別

軽量鉄骨壁下地の補強5

 B・

※

 B

ﾊﾟﾈﾙ・

　アルミニウム製笠木7

）又は2）（b［材料］（ 6.9.3※標仕

　　　）　･外装タイル　※

行わない

）11.4.1（表

・

金属成形板張り6  

タラップ手すり及び8

・

軽量鉄骨天井下地の補強4

鉄の亜鉛めっき3）11.3.2（表

マスク張り　　

行わない

・ ・ ・ ・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・ ・

アルミニウム及び2

）11.3.3（

）11.4.2）（11.2.2（

）12.2.1（

）11.2.1（

）

）11.1.3（

・

・

・

・

・

・

）（

）12.2.3（表）12.2.1（

）　（

※無石綿タイプ

）（

・

・

・

・

セメントモルタル下地）工法-

（※外装タイル　。　　　　）

・

杉

化粧単板の樹種芯材の樹種

アルミニウム合金

金属製タイル先付け用パネル

タイル型枠先付け面のせき板

の表面処理

8.4.2

及び下表による

ﾌﾞﾛｯｸ16-W

～

100

厚さ（ｍｍ）

図示・

・

ﾊﾟﾈﾙ・間仕切壁

150・

）mm厚さ（

150・

150・

150・

）単位荷量（ N／㎡

 2160・

 980・

 2350・

 680・

 1180・

 3530・

・

・ 100※

100・

100※

 1960・
100※

（

・

・

・

・

8.3.1表　　　※帳壁及び塀　　　　　　

空洞・ﾌﾞﾛｯｸ16  空洞※補強コンクリートブロック造

塀.外壁.地下ニ重壁.間仕切壁

（

-2・ＡＩ-1・ＡＩ

-2・ Ａ-1   ・Ａ

床パネルの耐火性能（・１時間　・　２時間　）　・

ブロック

設備配管用ブロック積み

特　記　事　項項　目

施　工　箇　所種　別

適用箇所

・屋根パネル

・床パネル

種　類

・外壁パネル

種　　・図示C※

種・図示E種※DCB・

による8.4.6※標仕

）4～8.4.3）（表6～

）8.2.2（

）8.3.2（

16空洞ブロック

）8～9.2.3）（表

08空洞ブロック

種B種 　 　A・

種別の記号

取付け工法（種別）

１ 等 品　 　

２ 等 品　 　

産地

行わない　　　　

行う　　　　　　

行わない　　　　

あと施工アンカー横筋流し工法　

ステンレス

特　記　事　項

施ゆう

11

10

陶磁器質タイル1

・ ﾀｲﾙ A

）mm（

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

壁及びその他の石材　　　　※

床用石材　　　　　　　　　※

 A張石

 B張石

 C張石

天然石張り2  

.種類

剛性の確保　　石材の剛性が不足する場合には、材料・工法の一般1  

大理石　　　種石の種類　　　　※

本磨き　　　表面仕上げ　　　　※

床及び階段の石張り4  

壁の石張り工法3  

テラゾ張り2  

乾式工法　　　・

図示　　　）　　　石の厚さ（

裏打ち処理　　　　※

屋内のワックス崖け　　　　※

床石張りの裏面処理　　　　※

※空積工法（・

ドレインパイプ　　　　　※

湿式工法　　　乾式工法　　　・

行う（小口共）　　石裏面処理　　　※

行う（小口共）　　裏打処理　　　　※

法工

工法　・　ｽﾗｲﾄﾞ乾式工法用金物　・　　取付け金物5

角300

角150

陶器磁器

ゆう薬生　地

外壁石張り

工　法

内壁石張り

石の種類・表面仕上げ

記　号

石の品質

せっ器

形状寸法
記　号

無ゆう

項　目章

14

13

）（

・

・

・

・

・

・

・

・

ステンレスの表面仕上げ1

・

・

・

※

材種

ルーフドレイン4

とい3

折板葺2  

・

・

２ 等 品 　 　

１ 等 品 　 　

仕上等.厚さ.

）2～10.2.1（表

）10.2.1（

補強などの処理を行う。FRP

）10.1.5（

）10.6.2（

行う（但し　　　　　　）

行わない

行う

あと施工アンカー工法）

）3～10.5.2（

）10.2.2（表

）10.2.1（

SUS304

ＰＣ打込工法

行わない

行わない

）3～10.5.2（

）10.2.1（

）3～10.3.2（

）3～10.4.2（

工法ﾛｯｷﾝｸﾞ ）10.2.4（表）10.2.2（

　その他5

長尺金属板葺き1

施工箇所
適用注文標準

役　物 再生材

項　目章

色

無し有り

・ガラス繊維入り合成樹脂製

 15

皮膜厚さ（μ

 15

 D-2

 H-5

mm

適用しない

（

適用しない

　）・グラスウール（

天井材厚さ（㎜）

　）・ロックウール（

無し振れ止め補強有り（　　　　　　　　　）　　　※耐震対策

無し設備機器緊結有り（　　　　　　　　　）　

しないす る 　　 　※ ）14.1.3（

・・

備考施工箇所

・スチール製

・アルミニウム製

バー材種

角出し曲げ（補強有り）・普通曲げ　　曲げ加工　　※

 T-3 T-2遮音性能　　　　※※

 45扉厚　　　　　　※※

遮音を必要とする室扉（適用箇所は建具表による）は下記仕様とする

表面仕上げ　※ＨＬ仕上げ　・鏡面仕上げ　・図示による

・

16

種（無着色）1

14.4.4標仕

無し図 示 　 　　耐風下地ボルト止めタイプ　　

）mm寸法（

）ｽﾃﾝｶﾗｰ・ﾌﾞﾗｯｸ・系ﾌﾞﾗｳﾝ種 （2

無し有り（　　　　　　　　　　　　）　

プレス※形

）mm板厚（

又は、1A※

種1B

種2 B・

鉄・

法製

ロール・

押出し・形 製 ｱﾙﾐﾆｳﾑ※

・

SUS304ステンレス※

SUS304ステンレス※

鉄・

種　類 材料の種別

ｍ以上の補強1.0

※ A 種

）14.7.1）（表14.2.1（表

種 C内外部　※亜鉛めっき　

）14.2.1）（表14.6.2（

）mm厚さ（

種（　　）2 B・

種1 B・

・

）14.2.2（表

鏡 面 程 度　・ＨＬ程度※

・研磨無し　※

施　工　箇　所

）　14.2.2）（表14.2.3（

とするSUS304

種　別 施　工　箇　所
）14.2.1）（表14.2.2（

）　3～14.8.2）（14.2.1（

設ける（施工箇所は図示）設け な い 　 ）14.6.3（

・

）3～14.7.2（

図示イプ　　　　ボルト止めタ

 B-2・ A-2・表面処理　

形

形

形

形

以上2.2

以上2.5

以上3.0

以上1.2

以上1.5

）ｽﾃﾝｶﾗｰ（

種 C外部　※亜鉛めっき　 

種 E内部　※

形

・ アルミニウム製

定めたもの

表面処理

表面処理

表面処理

間隔は、

固定間隔

役物は本体メ－カ－の仕様

隅角部及び突当たり部等の

種　別表面処理方法

材　種

表面処理

固定方法及び

 60

 6※

　見本の製作等2

　網　戸3

（　有・実物大モックアップ試験　　・

）SUS316網の種類　※ステンレス製（

　・耐震実物大モックアップ試験の種類　・耐風

固定式外部可動式　形　　式　※

　種 D・

種 C-2・

　アルミニウム製1

・系 ﾌﾞﾗｳﾝ※種（B-2種又は2 C※

種 C-1・

種 B-2・

種 B-1・

種 A-2・

種B-1種又は1 C・

種 A-1・

 9※

 6※

※

 9※

※

 D-1耐震ドアーセットの面内変形追随性　・

 H-4 H-3 H-2 H-1断 熱性 能 　・

 T-4 T-3 T-2 T-1遮 音 性能 　・

 W-4※

ﾌﾞﾗｯｸ ・系ﾌﾞﾗｳﾝ－ ２ 種 （ B・－１種 B表面処理　※・

種 A・
 A-3※

・ 100  ・

・

・

枠見込み（

 70※

　ステンレス製建具6

 T-3 T-2遮音性能　　　 ※※

適用する（適用箇所は建具表による）　※

　鋼製軽量建具5

　鋼製建具4

 45扉厚　　　　 　※※

）16.2.2（

適用しない適用する（適用箇所は建具表による）　※

特殊建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　）・

適用する（適用箇所は建具表による）　※

耐風圧適用は建具表による。

　　　　　　　　　　・　適用する特定防火設備の戸

簡易気密扉の簡易気密型ドアセット性能値

簡易気密扉の簡易気密型ドアセット性能値

耐風圧適用は建具表による。

着色陽極酸化塗装複合皮覆

無着色陽極酸化塗装複合皮覆

　　　　　　　　　　・　適用する特定防火設備の戸

簡易気密扉の簡易気密型ドアセット性能値

遮音を必要とする室扉（適用箇所は建具表による）は下記仕様とする

水密性気密性

S-4

耐風圧性種　別

外部に面する建具

W-5 A-4 

表面処理

屋内建具

表面処理　

種　別

表面処理の種別

無着色陽極酸化皮膜

無着色陽極酸化皮膜

着色陽極酸化皮覆

（内装）

化成皮膜の上に塗装

着色陽極酸化皮覆

防虫網（網目１６メッシュ）

（内装）

）（表

）（

）（

以上

）16.2.1（表

）14.2.1（表

無※　）

・ 合成樹脂製

・気密　・水密　

）16.2.3（

） ｽﾃﾝｶﾗｰ ・ ﾌﾞﾗｯｸ  

以上

以上

以上

以上

以上 7※

）m

以上

）m塗膜厚さ（μ

）14.2.1（表

 D-3・

・・ｼﾙﾊﾞｰ　）ｽﾃﾝｶﾗｰ　※

） 施工箇所

））（表（

）16.2.4

※ 図 示 　

以上 7※

）（

※ 図 示 　

※ 図 示 　

）16.1.4（

））（表（

RS=

平たん状　

防水形の増塗材　

外　観　※

樹　脂　※

溶　媒　※

砂 壁 状 　

京壁状じゅらく

砂 壁 状 　

砂壁状じゅらく

15

Ｐａにおいて漏水しない性能を有すること。2300

Ｐａ以上　水密：平 4500

下記以外の見え掛かり全て

・　） No.7※鏡面仕上（

２Ｂ程度  No.

ＨＬ程度

種　類 施　工　箇　所

）14.2.1（

・

 0.4※

）mm板　厚（

）13.2.1）（表3～13.2.2（

屋根葺形式

・ カラ-ガルバリウム鋼板

CGLCCR-20-AZ150)メッキ鋼板及び鋼帯（

アルミニウム亜鉛合金55%塗装溶融※

塗装溶融亜鉛メッキ鋼板・

= 1800Ｈmm　　径　SOP

耐火二層管・製　ｱﾙﾐVP管ﾋﾞﾆﾙ硬質塩化・配管用鋼管　※

％アルミニウム亜鉛合金メッキ鋼板及び鋼帯55塗装溶融

無し有り（図示による）　

による13.5.5標仕表

無し・）mm有り（種別　　　　　　　　厚さ　　

かん合形はぜ締め形　　重ね 形 　 　

mm山ピッチ（　　　　　　　　　　　）mm    

）mm（ 0.8） 　 　mm（ 0.6※板厚さ　

SUS304ステンレス鋳鉄製　　　　

後付け先付け　　　　

無し・分耐火　 30

無し有り　　　　　

・

）13.5.1（表）13.5.2（

）CGLCCR-20-AZ150（

）13.5.3（

）3～13.3.2（ ）13.2.1（表

ﾒｯｷ亜鉛304ＳＵＳ

）13.5.5（表

20088

長尺金属板の種類

章特　記　事　項

以下10につき1m

屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。※

1

軽量骨材仕上・

複層仕上塗材・

　床コンクリートの2

　仕上げ塗材仕上げ3

反応硬化形合成樹脂エマルション系　　RE=

ポリマーセメント系　　CE=セメント系　　C=

合成樹脂溶液系　　S=合成エマルション系　　E=（備考）

CE可とう形複層塗材

E可とう形外装薄塗材・

こて塗用軽量塗材

吹付用軽量塗材

RS防水形複層塗材

E防水形複層塗材

CE防水形複層塗材

RS複層塗材

CE複層塗材・

RE複層塗材・

E複層塗材

Si複層塗材

W内装薄塗材

S外装薄塗材・

E防水形外装薄塗材・

・

砂壁状・

メタリック・

耐候性　

ゆず肌状・

ゆず肌状・

・

上塗材

砂壁状

以下10につき3m

以下7につき1m

）mm平たんさ（

による15.3.2及び標仕6.2.4下表以外は標仕表

薄付け仕上塗材・

種　類

E外装薄塗材・

呼び名

E内装薄塗材・

・

・　☆☆☆☆　F※　

RE防水形複層塗材

Si外装薄塗材・

Si可とう形外装薄塗材・

・

・

C内装薄塗材 ・

L内装薄塗材 ・

Si内装薄塗材 ・

ホルムアルデヒド放散量の等級

施工箇所直均し仕上げ

特　記　事　項項　目

吸水調整材 ）15.2.2（

）15.5.2（

）6.2.4）（表2～15.3.1（

合成樹脂溶液系

けい酸質系SI=

水溶性樹脂W=

・

・

行う※

つやなしつ や あ り 　

アクリル系

溶剤系水系

・３種　※

凹凸模様※凸部処理・

凹凸状・さざ波形・

さざ波状・ゆず肌状

着色骨材砂壁状

）15.5.1）（表15.5.2（

備　考

仕上げの形状等

角100

・立ハゼ葺き

      げ塗材

 押出成形セメント板3

（　　）

※ 有り

耐火性能

（8.5.2～5）（表8.5.1～2）

・ B種

・ A種

・ 有り

※ 無し

・ C種

・ B種

・ 無し

・ デザインパネル（図示）

※ フラットパネル

表面形状

・ デザインパネル（図示）

・ タイルベースパネル

※ フラットパネル

・ タイルベースパネル

施工箇所

・ 60　・　　　

・ 60　・　　　

・ 50  ・ 60　

・ 50  ・ 60  

厚さ（mm）

耐火性能表面形状 厚さ（mm）施工箇所

・ デザインパネル（図示）

※ フラットパネル・ ・  15   ※ 無し

・ 有り・      

・ 50  ・ 60　

・ 50  ・ 60　

（8.5.2～5）（表8.5.1～2）

 厚さ　　※ 50mm以上

種  類    ※ 無石綿タイプ

・ 間仕切

・ 外壁

厚さ   ・ 50mm未満

種　類　　※ 無石綿タイプ

15

 性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

外壁(渡り廊下)

50　（柱巻き）

角 50

）11.2.3（

・

こと。調達できない場合は県産使用するものとする。なお、 県産材については

「三重の木」認証を優先し使用する。

・ ﾀｲﾙ B

・ ﾀｲﾙ C

・ ﾀｲﾙ D

・ ﾀｲﾙ E

・

・ B 種

・ C 種

※ D 種

・ E 種

・ F 種

・

・

・

・

・

品質計画で による。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

種 B・

種 C・

・

S-5

S-6 ・ 100  

原則とする。

※ 図面特記参照

2

3

4

5

6

7

9.2.3 9

9.7.1 9.7.2 ）（表9.7.1）

MS-2

mm

11.2.2

12.2.1

・たも・なら・※しおじ

 12.2.1

12.3.1

12.6.1 12.6.1

12.2.1

ベランダ手摺､目隠しﾌｪﾝｽ支柱

による補強

　モルタル塗り材料

16.4.2 16.4.1

16.5.2

16.6.2 16.6.1

16.6.1 16.6.4

16.6.5

ベランダ、庇、設備架台

(FP060NE-9234)

便所

３

屋上

管理建築士

2019.08

TITLE

ORIGINAL　NO

ARTICLE REVISION DESIGNER DRAWING　NOSCALEDATENAME

特記仕様書2
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ﾓﾙﾀﾙ塗り

・　段鼻ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ

新居小学校　運動場整備工事

タ
 　
　
イ
　
　
ル
　
　
　
工
　
　
　
事

コ
　
ン
　
ク
　
リ
　ー

　
ト
　
ブ
　
ロ
　
ッ
　
ク
　
・
　
Ａ
　
Ｌ
　
Ｃ
　
パ
　
ネ
　
ル

・
　
押
　
出
　
成
　
形
　
セ
　
メ
　
ン
　
ト
　
板
　
工
　
事

　
　
　
防
　
水
　
工
　
事

石
　
　
工
　
　
事

木
　
　
　
工
　
　
　
事

　
屋
　
　
根
　
　
及
　
　
び
　
　
と
　
　
い
　
　
工
　
　
事

金
　
　
属
　
　
工
　
　
事

　
　
　
　
左
　
　
官
　
　
工
　
　
事

　
　
　
　
建
　
　
具
　
　
工
　
　
事



20.2.6

市販品（コンクリートブロック製）

　　・レジンコンクリート製

額縁タイプ

アルミ製

有り

ステンレス製（受枠とも）

アルミニウム合金製

アルミスラット

クロススラット

・

120

300mm

・

・ 磁器又はせっき質タイル（

 ｽﾃﾝﾚｽSUS304  

図示

34 mm

メーカー　性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

メーカー　性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図に準ずる。

メーカー　性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

手引

スラットの材質

適用内容

花こう岩類（文字記号入り）　　※・

ステンレス鋲打　　・

磁器又はせっき質タイル（・塩化ビニル製・屋内　

花こう岩・石材（ステンレス鋲打　　・

敷地境界石標25

誘導用及び24 によるT9251JIS　　　　　仕様は

製 ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ・屋外

仕様　　・　扉及び中棚付　　・　オ－プン

注意喚起用床材

図示・

・

アルミニウム製　　　　　枠の材質　　　※

・　　　　　　　　　サイズ　　

塩ビ発泡シート張り　　　※表面の材質

　　・　600約400約・）mm奥行き（

メラミン樹脂化粧板張り（芯材：集成材）・種材

屋内掲示板22

洗面カウンター23  

止水板16 壁張り式※据置式・差込式・形状

アルミニウム製質材 ・（

450× 450600× 600サイズ　　　

天井点検口17

アルミニウム製質材

無有 　 　 　耐火性能　　

・製受枠）ｽﾃﾝﾚｽ塩化ビニル製（コイル状・質材

６０組用・３０組用・式市販品　形

（ 受 け 枠 　

流し台・

類種

つり戸棚・

水切り棚

・ ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ

・

コンロ台・

） L= mm 寸法（

・
 1200 

  600 

・ 1200 

・ 1200 ※

・  600 ※

 1※製ｽﾃﾝﾚｽ

※ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ  

・ビニル製（ステンレス製受枠）・

床下点検口18

くつふきマット20  

かぎ箱19

流し台ユニット21

450× 450600× 600サイズ　　　

床仕上げと同材　　　※仕上げ材　

無し有り 　 　 　吊り戸棚の耐火性　　　　

材）　　・　　木製市販品（アルミニウム製押出し型・

カーテンレール13

ブラインドボックス14

系 ﾌﾞﾗｳﾝ・（Ｂ－・Ｂ－※色彩

・85×120・150  ×90※）mm溝幅×深さ（

暗幕用は※引分け（・片引き・形式

ステンレス製・アルミニウム製材種　　　　

・垂直方向・

・10      × 20※

水平方向・

）mm目地寸法（

耐震スリット15

）スリット完全（全貫通型※

深さ）x（幅内壁

不完全スリット・

図示・

シーリング材（見え掛かりのみ）

目地

目地材

方向 タイプ

及びカーテンボックス

性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

Ｈ＝500

トラップ付き

市販品

20

図示

・

状形

横型※

縦型・

ブラインド11

・コード式ギア式※

操作棒式・

※

・本操作コード 1・

本操作コード 2・ ・

・

置装

・

・

・

・

・

・

・

・

形式ｶｰﾃﾝ

カーテン12

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・緑※黒板・ 焼付け※

白※

・緑※

・ホワイト・ ほうろう※

黒板及びホワイトボード7

類種 彩色）mm寸法（

）mm幅（ 約３５※

階段滑り止め5

埋込み工法接着工法　　　　※

・（有※無・両端フラットエンド

階段手摺6

）50 mmビニル製ハンドレール（幅　約・

無し・

表示標識（サイン）8 ステンレス製※図示（市販品※

煙突用成形ライニング材9  

キャスタブル耐火物10  

℃ 400℃ 　 　 650最高使用温度　　　※

こて押さえ　　　　　最高使用温度　　　※工法　　　※

集成材クリアラッカー仕上げ（市販品　径　約※

アルミ製・SUS304      ステンレス※

衝突防止表示

ビニルタイヤ入り

取付工法

形状

材種

ボード

防炎性能　　※有り

ロ－ルスクリ－ン

片引 引分 電動
施工箇所

ひも

種　類

項　目章 特　記　事　項

）・ 300  ※

人造石　・　　　　）・

）・ 300  ※

ステンレス製

人工大理石・

製（受枠とも）ｱﾙﾐﾆｳﾑ硬質

・１２０組用　・

ステンレス製）・

考備

・市販品※

・市販品※

・市販品※

・市販品※

・市販品※

段式

 ﾌﾞﾗｯｸ  

×

耐火型

非耐火性

耐火性能

黒

黒

※平面

※平面

）（

ビニル製）※

径約３０

350

 1500 

 900・

・

・

図示

150

20.2.14

）20.2.12

付き引分け

20.2.8

付き引分け

20.2.10

20.2.11

×200

イプ）目地タ　　※

）（

） ｽﾃﾝｶﾗ- ※

180×120・85

以上の召合せの

有り・
無し・

（幅×深さ）外壁

・10      × 20※

重掛けとする）

シーリング材（内外とも）

防水性能

アルミ製

）mmスラットの幅（

・

 25※

 80・

 100・

（

）（

ｽｸﾘｰﾝ・・曲面

）（

考備

ｽｸﾘｰﾝ・・曲面

）（

）・mm  

℃ 400

）（

）

名称品質、寸法等

20.2.14

ステンレス製指 定 色 ）標 準 色 　・鋼板製焼付塗装（材 　 質　 　

）22.2.2）（表3～22.2.2（路床安定処理用材料3 添加材料による安定処理※

行う　　（

種類　

　※路床土の支持力比試験4

行う　　※路床締固め度の試験5

添加量

）22.2.5（）乱さない土乱した土　　※

種 ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB・ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ普通・

）（消石灰）　生石灰（・

・　　　　　　）以上 5　※CBR　（目標m／kg

行わない・ ）22.2.5（

３

消防法などに適合した形状・設置場所とする。

硬質塩化ビニル管

遠心力コンクリート管

中蓋付密閉形

簡易気密形(

ﾃｰﾊﾟｰﾊﾟｯｷﾝ

ステンレス製

車道部の排水管の敷設　　※

Ａ種　　※

ホルムアルデヒドの放散量の等級　　　※　

・ホルムアルデヒドの放散量の等級　　　※　

材質、形状、寸法　　※

凍上抑制層

　・　ステンレス製既製品　（前入後出

性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

グレーチングふた

鋳鉄製マンホールふた

耐火性能　　・ 有り（　図示　）　・ 無し

材質　・ アルミ　・ ステンレス

　・　止め金物式　　・　機械２段式

22

21

※

自転車置場37

　収納、収納家具39

　エキスパンション40

種材

／類種

・

※

水封形

・

・ 鋼製(亜鉛

質材

・

密閉形(・

排水桝及びふた2

排水管1

・

鋼管・

断熱形・

・　盛り土に用いる材料　　1

遮断層・　遮断層及び凍上抑制層　2

　郵便受箱38

浸透管及び浸透桝4

防水型　　※

　ホルムアルデヒド等41

・

Ｂ種※埋戻し土3

発散材料

の材料

配水管用材料

・ジョイント金物

）19.7.2）（12.2.2（

20015010050クリアランス

用20・Ｔ－

）21.3.3）（21.2.1）（表21.2.1（

用6

細目※

・

・

・

・

歩行用・

細目・用6・ Ｔ－

用14・ Ｔ－

用20・ Ｔ－

普通目※用2・ Ｔ－

・

・

・

・

受枠付き※）ﾒｯｷ

式）ﾊﾟｯｷﾝ

式）

・

図示・

無し※

かさ上げ用・

ＶＵ・ＶＰ※

種） 2・種 1※外圧管（※

用2・Ｔ－

溝ふた用・

桝ふた用・

Ｕ字溝用・

・

・

・

・

）21.2.2（

凹凸形※

凹凸形・

平形※

白 管　 　 　・

以上　材料　山砂の類）20cm砂基礎（地業厚さ・

図示 ）21.3.3）（21.3.1（

・・ ・

用14・Ｔ－

・

・

・

・

・

）3～22.2.2（

）3.2.1）（表22.2.3（Ｄ種Ｃ 種 　 　Ｂ 種 　 　

川砂、海砂又は良質な山砂　　　※

砂 ｸﾗｯｼｬ-ﾗﾝｸﾗｯｼｬ-ﾗﾝ再生切り込み砂利　　※

適用する　・ 適用しない

☆☆☆☆　　　F

☆☆☆☆　　F

図 示 　 　

）21.2.2（

　 ） 　 　150×455× 370

用25・ Ｔ－

）3.2.1）（表21.2.3（

形状寸法

上面形状

管の種類

種類

ボルト固定

形式

適用荷重

適用荷重 ﾒﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ

Ｂ型（ゴム接合）

管形状（接合方法）

※スプリング付き　　

※ステンレス製（上下式鎖内蔵型）

鋳鉄製（　　　　　　　　　）　

無 し　 　 　

定礎石　　　※

mm

定礎箱　　　※

垂直降下式（

まぐさ・座板・レールの材質（

固定方法

地上高さ（

市販品　　　材

mm

降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋め込み型）

金属製避難はしご及び緩降機は国家検定品とし、その他の避難器具は消防庁

長官基準適合品とする。

錠施

照明器具

車止め支柱30  

屋外掲示板29  

・

・

・

　銘板31

　定礎32

　避難器具33

　防煙垂れ壁34

大きさ（

・

・固定式　　※

可動式　※

・

回転降下式（・

復帰方式（・

・

　消火器ボックス35 市販品　（

その他　

質材旗竿26

操作方法

・フェンス28

旗竿受け金物27

形

大きさ（

項　目章

無し・有り※

無し・有り※

埋め込み式スプリング無し　　

700mmＨ＝ＧＬ＋mm ５.２=ｔmm ３.径１１４

アルミ鋳物製（　　　　　　　　　）

有り　　仕様（

花こう岩　彫り込み文字　　

　・　　70×270×350） 　

銅板製　　　ステンレス製　　　

 500）　※mmアルミフレーム　　　　高さ（

法令に適合した製品、施工とする。　　

） 6.8 網入りガラス線入りガラス　　※・ガラス（

800500）※mm高さ（）ﾚｰﾙ 固定　　※ﾚｰﾙ可動・

800・500 ※）mm製）高さ（ｱﾙﾐ天井同材張り　・鋼板又は※

）電動式手動巻上げハンドル　　※

）製 ｽﾃﾝﾚｽ・製 ｱﾙﾐﾆｳﾑ・鋼製塗装仕上げ

不燃布（不燃認定品）材質　※

製 　 　ｽﾃﾝﾚｽ枠の材質　　

扉付き）扉 無 し 　 　・）　（露出型埋め込み型　　・

アルミニウム合金製※

バンド式・ベース式・埋込式・

ロープ式・ハンドル式※

 12・ 10    ・ 8    ・ 6    ・）m

SUS304ステンレス※種

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ樹脂塗装・ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾌｪﾝｽ    ビニル被覆

同一断面型・テーパー型※式

30×300×400） 　

）

特　記　事　項

 9・

・

・転倒防止金具設置すること。(耐震ラッチ等、地震対策を施すものとする。)

図示

図示

樹脂製

メーカーの標準仕様（コンセント本体は別途設備工事）

樹脂又は

樹脂焼付け

ｽﾃﾝﾚｽSUS304

焼付け塗装

焼付け塗装

・　有り　（※固定式　・可変式　：施工箇所は図示）

・帯電防止床タイル

・タイルカーペット

・ 集成材複合フロ

仕上げ

ーリング

壁紙貼り・ PB・

トイレブース4

（足金物型・）ｽﾃﾝﾚｽSUS304（幅木型※

・

・

鋼板※

壁紙貼り・

・

・

Ｔ－※イプ遮音タ・

章内装工事による19表面仕上げ材の品質、規格等は、

ポリエステル樹脂化粧板メラミン樹脂化粧板　　表面仕上げ材　

承諾を受ける。

取り付け方法はメーカーの仕様により、適切な資料を監督職員に提出し、

足形状

フリーアクセスフロア

可動間仕切り

移動間仕切り

（スライディングウオ－ル

　ホルムアルデヒド等

20
1

2

3

16

 1.0G・

 0.6G・

 1.0G・

 0.6G・

 0.6G・

 1.0G・

法構

構法ﾊﾟﾈﾙ・

※

・　図示メーカーの標準仕様※

章内装工事による19表面仕上げ材の品質・規格等は、

・溝構法

枚につき1配線用取り出しパネル　　配線取り出し開口：パネル

無し有り（　　　　）　　遮音性能　　・

構法ﾊﾟﾈﾙ・

・溝構法

構法ﾊﾟﾈﾙ・
・溝構法

Ｎ3000・

Ｎ5000・

Ｎ3000・

Ｎ5000・

Ｎ3000・

Ｎ5000・

無し有り（　　　　）　　防火性能　　・

 ﾒﾗﾐﾝ※

） 0.8  0.6 ※（

鋼板※

）mm厚さ（）mm総厚さ（

式 ﾊﾟﾈﾙ※

式 ｽﾀｯﾄﾞ・

式 ｽﾀｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙ・
・

・

ｱｸﾘﾙ

鋼板※ ・Ｔ－※イプ一般タ・

遮音性能による区分)

）mm（

無し※空調用吹き出しパネル

％ 　 　30～ 20※

　メーカー　　性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける

・

 100・

 300※

木目調・

塗装品※

 100・アルマイト処理品・

焼付塗装品※  200※

☆☆☆☆ F※ホルムアルデヒド放散量の等級　　　

）（19.8.2）（19.7.2）（19.5.2）（19.4.2（

ｸﾞﾚｰﾄﾞ遮音 ）mm厚さ（ 表面仕上げ

50

発散材

準不燃品
※アルミニウム製

硬質塩ビ製

60

４０ｍｍ×８０ｍｍ程度の開口１箇所以上

表面仕上げ材
水平力

表面材

構造形式
パネル部の 表面材料

耐荷重性能

コンセントの箇所数は図示

フリーアクセルフロア全体面積に対する設置割合

仕上高さ

スロープ及びボーダー

コンセント等取付け対応

施工箇所
適用地震時

）

）20.2.5（
t=40

スチ-ル製

会議室

有り・

）20.2.2（

）20.2.3（

）20.2.4（

.

）19.9.2

施工箇所・備考

廻縁は樋付とし、

メーカーの標準品

とする。

の認定
不燃材料

備考

・ 内 壁 （  

18.2.7

18.2.7

ﾌﾛﾝ

準 不 燃 　 　

0.676

　性能等の確認できる資料を監督職員に提出する。

　性能等の確認できる資料を監督職員に提出する。

図示(和室)

図示(一般)

壁紙張り

吸音材

　浴室天井材

断熱材14

13

12

15

章

30・

・ ・ ・

ｸﾛｽA・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・・

・接地部分・

・

層付）ｽｷﾝ（ ・

 50※

一般部・

ﾌﾛﾝ特定

 25※

 25※

・一般部

接地部分・

２種ｂ※

３種ｂ※

）mm厚さ（類種

押出法・

木繊セメント板・

壁紙の種類

BGW

BRW

（表種 B※種 A・その他のボード面の素地ごしらえ・

（表種 B・種 A※せっこうボード面の素地ごしらえ・

（表種 B※種 A・ーの素地ごしらえル及びプラスタモルタ・

・

・

・

・

  32K号2グラスウール吸音ボード・

号1ロックウール吸音ボード・

種　類

・

・

 15一般部・
難燃性

断熱材補修部分※
ﾌﾛﾝ特定

断熱材ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ硬質・

294N／m密度

 25※ 特定

※

）以上30kg／m （

断熱材・ 壁（図示の範囲※

・

以上 40※

・ ＝系ｺﾝｸﾘｰﾄ・

系ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・

・

ﾒｰｶｰ

建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法のﾒｰｶｰ

ﾒｰｶｰ

ｸﾛｽB・

ｸﾛｽC・

ｸﾛｽD・

ｸﾛｽE・

・

・

・

・

・

・

・

・

能性質材

グラスウール・ 24K） 　100・外壁、小屋裏（ 

 35・

市販品

表面仕上げ 幅（ｍｍ）

開発」において、評価を取得したもの。

・木質系

兼用型枠

※不燃・準不燃・難燃

※不燃・準不燃・難燃

※不燃・準不燃・難燃

※不燃・準不燃・難燃

断熱抵抗

素地ごしらえ

特　記　事　項項　目

3

（現場発泡断熱材）
3

記　号
紙

ＪＩＳの記号

防火種別
織物 ﾋﾞﾆﾙ 化学繊維無機質

※不燃・準不燃・難燃

保温板

ﾌｫｰﾑ
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ

施工箇所

施工箇所

24K100

ＡＡ級

ＡＡ級

を使用しないもの

）3～19.9.2（

）19.8.2 （

50 25※

 25※

）mm厚さ（

）19.7.1（表

）

）

）18.2.4

級2※ ３ 級 　

を使用しないもの

を使用しないもの

熱伝導率／厚さ=

以上 ）k／w・m （

考備

品質等

2

品質等

（学校用間仕切り）

BGW  24K号2グラスウール吸音ボード・  25・

　（屋根スラブ下）

 0.5

図示

屋上スラブ下

30

150

50図示 ・ 集成材複合フロ
ーリング

モルタル）S擬石平板（W  洗出平板（

芝張り種類

幹巻き用材料

支柱材

土壌改良材

植込み用土

樹木の植裁基盤整備

屋上緑化

路面表示用塗装

23

6

5  

4  

3  

2

1

7  

耐荷重性能

セ ダ ム 　 　

以上の載荷重で異常のないこと。m ／10  N×3省管理型：

製造所の指定するもの　　植栽の種類　　※

以上）3mm合成樹脂耐根シート（厚さ

管理型・

又は抗根性剤（耐根性能の実績を有すること）

植込用土　　　製造所の仕様による

耐根層の材料

4 2

標準品

22.8.2

畑 土 　

図示

葉張りの範囲

）（表

22.8.2

）（表

・ｈ以上

黄色とする

ただし、低木は植栽範囲

誘導、注意喚起用は

色彩及び表面加工等

図示

・

・

※

・

類種

ーロッキング舗装インタ・

・・

植生ブロック・

透水性ブロック・

標準ブロック※

 100・ 80  ※

）mm厚さ（

・ 80  ※車道部

 60※歩道部　

（

誘導、注意喚起用ブロック・

・行う（行わない　　　　客土　　　　

野芝・こうらい芝　　　　・種類　　　

黒土）・畑土※（客土・現場発生の良質土・

図示植栽範囲　　　施工箇所　　※

・ワイヤー（防錆処理）竹 　杉の焼丸太（間伐材）※

わら及びこも・幹巻き用テープ※

）　・　　　　　　　）　　　50ﾘｯﾄﾙ／m 適用する（バーク堆肥（※

法工

種 A※

種 B・

種 C・

種 D・

・

・

）cm有効土層の厚さ（

未満12m超～7・

以下7m超～3・

以上12m・

 100・ 80   ※

 80・ 60   ※

 150 120・ 100  ※

・行わない行う※

）cm有効土層の厚さ（

・ 20     ・ 種 　 B※

法工

・

3～23.2.2（

以下3・  60・ 50   ※

※

・

うろこ張り※

・

）mm厚さ（

・100  ～ 80※

・

舗石舗装・

類種

小舗石（花こう岩）※

（

・

号1種 3による　　※JIS K5665品質

1.5 1.0※）mm　厚さ（ 100※）mm　幅（寸法

・

以下とする。5%揮発性有機溶剤の含有率　塗料総質量に対して

3～23.2.2（

省管理型※

kg質量の上限値　　（　　　　　）

設ける（工事区分は図示）かん水装置　　　

 mL／240保水層及び排水層の鉛直方向の排水性能：
2

透水層、保水層及び排水層等

屋上緑化システム

施工方法

メーカー　　性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

適　用

芝及び地被類

い場合は、計画地盤高まで植込み用土で盛土を行う。

樹木

樹木の樹高

2

工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計

画地盤高からを有効土層とする。ただし、計画地盤高が現状地盤高より高

・

）22.8.3）（

）23.3.2（

黒土　・ 山砂 ）

）23.4.2（

）4～23.2.3（

鋼製

）23.2.3（

）23.3.2（

図示植栽範囲   

）2～23.2.1

コンクリート舗装

）22.8.3）（

アスファルト舗装

　　　施工　溶融式

）2～23.2.1

基　　層

整備範囲

整備範囲

路盤材料

アスファルト舗装

排水性舗装

ブロック系舗装

透水性舗装

コンクリート舗装

6

7

11

章

CS-40

22.4.4

22.4.2

混合物（

顔料混入加熱

着色骨材（樹脂被覆）

22.5.3

行う

行う

22.7.3

22.7.3

22.8.2

22.4.6

カラー舗装の種類

・

）-40※再生クラッシャ－ラン　（ＲＣ

）又はクラッシャランスラグ（C-40・クラシャラン（

（

（

ｷﾞｬｯﾌﾟｱｽﾌｧﾙﾄ細粒・

ｱｽﾌｧﾙﾄ密粒度※

行う（ 施工範囲行わない　　※

※有り無 し 　 　※

・

寒冷地域・

　・ストレートアスファルト

一般地域※

再生アスファルト※

カラー舗装・

アスファルト舗装※

）13混合物（ｱｽﾌｧﾙﾄ細粒度・

）13混合物（ｱｽﾌｧﾙﾄ密粒度※

）20粗粒度アスファルト混合物（基層

行う行わない　　※

・有色骨材（焼成）・カラー舗装の着色骨材

有り・無し※

無し・有り※

高弾性タイプ・低弾性タイプ※

使用する・使用しない※

行う・行わない※

（

 60※

）mm厚さ（

角 300※

アスファルト混合物の抽出試験・

※ 改質アスファルト　1型

現場透水性試験・

）Cカラー平板（・N  普通平板（※

コンクリート平板舗装・

類種 ）mm寸法（

・ 改質アスファルト　2型

・行わない※

・行わない※

（

（

（

行う・行わない※ （

項　目 特　記　事　項

伸縮目地　　・　有り　（　　　　　　）　　・　なし

アスファルト混合物の抽出試験

タックコート用ゴム入りアスファルト乳剤の種類

適用時期

下記以外

冬期

アスファルト混合物

種類

PKR-T1

PKR-T2

早強セメント

注入材料

鉄筋

厚さ試験

車道部の基層

表層

アスファルト混合物の抽出試験

シールコート

舗装の種類

加熱アスファルト混合物の種類

アスファルト

区分

透水性アスフアルト舗装にもちいる場合は透水性の高いもの

）22.3.3（

）

）22.4.6）（表

）22.4.1）（表

）13F混合物（

）13F

）

混合物ｱｽﾌｧﾙﾄ

）22.4.3（

）22.4.6（

）22.4.5（

）4～22.5.3（

）22.5.6（

）22.5.3（

）22.5.3（表

砂※

）22.7.6（

）22.7.2）（表

）22.7.3）（表

）22.8.3）（

）22.6.6（）

目地材

12

8

9

10

100

※第16章～第19章は該当無

管理建築士
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TITLE

ORIGINAL　NO

ARTICLE REVISION DESIGNER DRAWING　NOSCALEDATENAME

Ｇ
特記仕様書3

3

外部用：アルミ被膜手すり

・Ｔ－

以上 350

　
　
　
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
及
　
び
　
そ
　
の
　
他
　
工
　
事

　
　
　
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
及
　
び
　
そ
　
の
　
他
　
工
　
事

　
　
　
　
排
　
　
水
　
　
工
　
　
事

　
　
　
　
舗
　
　
装
　
　
工
　
　
事

　
　
　
　
植
　
　
栽
　
　
工
　
　
事

（透水性コンクリート舗装部）

（アスファルト舗装部）

ＣＢＲ試験

新居小学校　運動場整備工事



無筋コンクリート地業

長期（３０）

鉄骨工事

コンクリート工事

鉄筋工事

Ⅳ種Ⅲ種Ⅱ種Ⅰ種ＰＲＣ杭

＊　あり

ディーゼルハンマー

中掘拡大根固め工法（認定工法）

なし杭周固定液

プレボーリングセメントミルク注入工法

油圧ハンマー

埋込み工法

打撃工法

工法２）

○

○

○

○○

○ ○○

○

○○

プレボーリング拡大根固め工法

○○○

本数 備　　考終局ｋＮ短期ｋＮ長期管厚ｍｍ（拡底部）杭　径

終局短期（拡底部）杭　径

４－５

杭の構成は設計図による。４）

杭径，設計耐力，本数表３）

ｍｍ

（　　　　）

オールケーシング工法（　　ベノト工法　　　　　　　　　　　）

ＢＨ工法

杭径，設計耐力，本数表（拡底部は施工径を示す）

拡底アースドリル工法

リバース工法

アースドリル工法

工法

２）

１）

杭外周溶接スタッド溶接かご筋

杭頭補強５）

場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭

ｍｍ

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

ｋＮ

○

○

○

○○

○

○

○

○○

本数長期 kN kN kN 備　　考

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

箇所

本

＊１８.５

＊　普通ポルトランドセメントＪＩＳＲ５２１０

（Ｎ／ｍｍ2）

＊１種

＊　２０

　　　　＊　砕石

躯体

最大径（ｍｍ）

セメント　　　

粗骨材

種２ 気乾単位容積質量軽量コンクリート

（使用区分は設計図の軸組図に示す）

普通コンクリート

ＬＦｃ３０ ＬＦｃＬＦｃ２７ＬＦｃ２４ＬＦｃ２１ＬＦｃ１８

Ｆｃ３０Ｆｃ２７Ｆｃ２４Ｆｃ２１Ｆｃ１８

２）

３）

１）

）（

設計基準強度６－１

１

１検査ロットは１組の作業班が１日に施工した溶接箇所の数量で２００箇所以内

不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。

ＵＲＵＤ

Ｋ

Ｐ

（　　級）

とする。②地反力を受ける①一般基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として

熱間押抜き試験超高音波探傷試験（ＪＩＳＺ３０６２）

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

コンクリートを２回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

＊　ガス圧接 突き合せ溶接（Ｄ１６以下は重ねアーク溶接でも可）溶接継手

溶接部の検査（第三者機関による）５－２

抜取り検査

＊　３

検査ロットにつき

検査ロットにつき１

３０

補強筋は原則として工場製品（評定品）を使用する。

その他

梁貫通補強

５－４

５－３

＊溶接継手 （　　級）機械継手

＊溶接継手 （　　級）機械継手

補強筋

高強度せん断

溶接金網

　６８５級

　７８５級

１２７５級 工場溶接スパイラル重ね継手

重ね継手

ＳＤ４９０

ＳＤ３９０

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

以上Ｄ　　

以上

＊重ね継手

＊溶接継手

材種５－１

工場溶接

継　　　　手

重ね継手

スパイラル

径

以上

以下

種　類

機械継手

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○○○

● Ｄ１６

Ｄ１９

高炉セメントＢ種

 低熱ポルトランドセメントＪＩＳＲ５２１０

○ 砂利 　　　　　　　再生骨材　　　　　　　人工軽量骨材

２５ ４０○

ＦｃＦｃ

コンクリートの仕様は設計図による。特記のない場合ＪＡＳＳ５水中コンクリートによる。使用材料

＊　行う

２方向）

行わない）％全数（

（孔壁測定

５）

４）

ＧＬ－　　　　ｍ杭先端深さ３）

○○○

＊　行わない

４－６

＊　行わない

行う

行うＳＬ塗布

試験掘［ 杭長決定用先行杭 行わない

行う　（　　箇所，長期設計耐力の３倍を確認する）載荷試験

１）

３）

２）

杭打地業共通事項

鋼管（リブ付） ＳＫＫ４９０ＳＫＫ４００

以下Ｄ 以上

以上

ＳＤ３４５Ｄ

ＳＤ３９０

ＳＤ２９５Ａ

Ｄ

Ｆｃ　　　　　

鉄筋

Ｂ種 ）高炉セメント普通ポルトランドセメント（コンクリート

］

○

○

○○

○

○

○

（協議）○ ○ ○ ○

○

○

減水剤 ＡＥ減水剤

５Ｎ／ｍｍ2圧縮試験による場合 または１２Ｎ／ｍｍ2０.８５Ｆc

日

日

日

スラブ下

２８

２５

１７

設計強度

梁　　下

２８日

基礎、梁側、柱、壁

℃以上０

℃以上５

℃以上１５

日８

日５

日３

］

＊　行わない

＊　行わない

＊　行う

＊　行う

＊　行う

行う

行う

行わない

行わない

行わない

）

ｋｇ／ｍ3

以下

以下

以上

　６０

１８５

２７０

備　考

ｋｇ／ｍ3

＊１８.５

Ｆｃ６０を超える高強度コンクリートは別記特記仕様書による。

計画供用期間の級（　）は耐久設計基準強度Ｆｄ

が変わる場合があるので注意すること。

劣化等級２又は３を指定する場合は、鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）２－７かぶり厚さ

劣化等級 等級３等級２

６－８

超長期（３６）

住宅性能表示６－７

Ｓ＝３～６Ｆｍ＝Ｍａｘ（Ｆｃ，Ｆｄ）＋Ｓ

せき板及び支柱の在置期間（普通ポルトランドセメントの場合）６－６

の材齢による

コンクリート

場合

Ｆ≧０．８５Ｆｍ＋３σＦ≧Ｆｍ＋１．７３σ

材齢２８日の調合強度Ｆは下記の両式を満足するものとする。

調合管理強度

＊　標準（２４）短期（１８）

調合　（補正値は工事費に含む）

試験　（躯体コンクリートの２８日圧縮試験は公的機関において行う）

マスコンクリートのひび割れ照査（温度応力解析）

コンクリートコア抜き取り圧縮試験

躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験

フレッシュコンクリート

骨材　　　　　　塩分含有量　　　　アルカリシリカ反応性［

［ ］スランプ 空気量

１）

５）

４）

３）

２）

６－５

６－４

水セメント比 ％

スランプ

捨てコンクリート

＊ＡＥ 高性能

単位セメント量

単位水量

土間コンクリート

（気乾単位容積質量

（ただし柱，壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする）

ＬＦｃＦｃ

４）

５）

７）

ｃｍ

箇　　所

６－３

６－２ 膨張材躯体防水材混和材

○

○

○

○○

○

１８

基礎，

６）

防水押さえコンクリート

デッキコンクリート Ｆｃ１８

●

●Ｆｃ１８

○

○

Ｍ（　　　以上）ＳＳ４９０

使　用　箇　所

Ｍ２４ＡＢＭ４９０（ＡＢＭは　　　以上）

熱間成形角形鋼管

一般構造用軽量形鋼

一般構造用炭素鋼管

一般構造用角形鋼管

建築構造用圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

一般構造用圧延鋼材

冷間成形角形鋼管

規　格　名　称

ＳＨＣ４９０Ｂ

ＳＨＣ４００Ｂ

ＳＳＣ４００

ＳＴＫ４００

ＳＴＫＲ４００

ＢＣＰ２３５

ＢＣＲ２９５

ＳＮ４００Ｃ

ＳＮ４００Ｂ

ＳＮ４００Ａ

ＳＭ４００Ａ

ＳＳ４００

通　し
大梁 ブレース小梁、他柱

ＳＨＣ４９０Ｃ

ＳＨＣ４００Ｃ

ＳＴＫ４９０

ＳＴＫＲ４９０

ＢＣＰ３２５

ＳＮ４９０Ｂ

ＳＮ４９０Ｃ

ＳＭ４９０Ａ

ＡＢＭ４００ＡＢＲ４９０

ＳＳ４９０　　ＳＳ４００

＊　高力ボルト

＊　高力ボルト

スカラップ形状　　　＊　スカラップ工法　　　　　　ノンスカラップ工法

現場溶接現場溶接高力ボルト

現場溶接現場溶接高力ボルト

１５０１２０１００８０φ１６

１５０１２０１００８０φ１９

１５０１２０１００２２φ

大臣認定柱脚（メーカー仕様による）

したものを選定する。

ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

アーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件に相応

２）

１）

使用しない使用する２）

継手

溶接材料７－５

７－７

７－６

頭付きスタッド７－４

柱 梁

（ｍｍ）長　　　さ径

材質１）

普通ボルト，アンカーボルト７－３

高力ボルト７－２

材種及び使用箇所７－１

使　用　箇　所高　力　ボ　ル　ト　の　種　類

鋼　　　材　　　名

○

○

○

○

○○

○

○○

○

○

○

○

○○

○

○

○

○

○○

○

○

○○

○

○○

○

○

　　ＡＢＲ４００

○

○

フランジ

ウェブ

Ｆ１０Ｔ

Ｆ１０Ｔ

母材が亜鉛メッキされている部分

トルシア形が使用できない部分

全般トルシア形高力ボルト

ＪＩＳ形高力ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト Ｆ８Ｔ○

○

○○

○ ○

○

○

○

内ダイヤ
ダイヤ

標準膜厚

錆止め塗料

錆止め塗装（工場塗　＊　２回　　１回、現場タッチアップ程度とする）

＊　ケレン

溶接施工管理技術者により管理を行うこと。

種　　別塗　　　　　　　料

２種１種

２種１種

プライマー 亜鉛メッキ Ｚ１２ Ｚ２７

適用

室外 室内

　　鉛、クロムフリ－錆び止め ＪＩＳＫ５６７４

一般用錆止めペイント ＪＩＳＫ５６２１

鉛丹錆止めペイント ＪＩＳＫ５６２２

ブラスト

防錆処理

板厚高さ 形版 タイプ型枠用

板厚高さ

板厚高さ合成スラブ用

床用

４）

３）

２）

１）

素地こしらえ

２）

１）

デッキプレート

使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、専任の

溶接手法及び管理

７－９

７－８

７－１０

）ｍｍ（単位

○

○

○

○○

○○

○

○

○

○○○

○

○

行う３）　 行わない溶融亜鉛メッキ

３５μｍ

ＭＨ

ⅰ．

ⅱ．

ⅲ．

鉄骨製作工場７－１２

国土交通省大臣認定（グレード）

ＪＳ

８）

９）

１）　

２）　

３）

４）

５）

６）

７）

合格とする。不合格率が５％を超えた場合は残り全数の検査を行う。

・補強マニュアル」等を参考にする。

ずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人　建築研究所監修「突き合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

は更に同一ロットの中から３０箇所をサンプリングし、合計６０箇所の不合格率が５％以内の場合を

サンプリングの結果、不合格率が５％以内の場合はロットを合格とし、不合格率が５％を超えた場合

検査により不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。

全数検査とする。ⅰ．

検査ロットは各節、各工区毎に溶接箇所３００箇所以内で構成する。

工場溶接の場合

ｂ）現場溶接の場合

ａ）

抜取り数は各ロット毎に３０箇所をランダムにサンプリングする。

受入検査の抜取り方法及び抜取り率は以下による。

判定は７．２．１疲労を考慮しない溶接部のうち、引張応力が作用する溶接部の項を適用する。

超音波探傷検査は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」２００８により、合否
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７－１１

受入検査を行う第三者検査機関は、建築主、設計者、工事監理者又は工事施工者（元請）との直接契約による。

溶接部の検査（受入検査） 行わない

受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とし、社内検査完了後に行う。
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　　日本建築学会　ＪＡＳＳ５（２００９），鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

ＸＹ両方向共ルート３及び限界耐力計算の場合は、政令第７３条の仕様規定によらずＪＡＳＳ５（２００９）

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びＲＣ規準２０１０とすることができる。
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第三者機関による検査・試験費用は工事費に（ ＊含む　　含まない）

（ 　 公共建築協会　＊ 日本建築家協会　）

　鉄筋コンクリート壁式標準配筋図
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汚水枡撤去：ｺﾝｸﾘｰﾄ桝　5カ所
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単列シーソー（ゴムマット付）

利用対象年齢は、児童（６才～１２才）とする。

脚管・梁管（５０Ａ）は、溶融亜鉛メッキ・トップコート処理後、アクリル焼付塗装とする。

軸受け（８０Ａ）・鋼材は、電気亜鉛メッキ処理後、アクリル焼付塗装とする（基礎部品は除く）。

ボルト・ナットは、電気亜鉛メッキ処理とする。
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ＩＳＯ９００１・ＩＳＯ１４００１の認証取得企業で品質管理された製品とし、（一社）日本公園施設業協会の賠償責任保険付と

する。本製品は、遊具の安全に関する規準ＪＰＦＡ－ＳＰ－Ｓ：２０１４に準拠した製品とする。

５０Ａ 外径６０．５ 肉厚　３．８

外径８９．１ 肉厚　４．２８０Ａ

※ゴムマットの寸法公差　長さ・幅：±１％、厚み：±２ｍｍ

ＩＳＯ９００１・ＩＳＯ１４００１の認証取得企業で品質管理された製品とし、（一社）日本公園施設業協会の賠償責任保険付と

鋼管は、溶融亜鉛メッキ・トップコート処理後、アクリル焼付塗装とする（基礎部品は除く）。

ボルト・ナットは、電気亜鉛メッキ処理とする。

利用対象年齢は、児童（６才～１２才）とする。

する。本製品は、遊具の安全に関する規準ＪＰＦＡ－ＳＰ－Ｓ：２０１４に準拠した製品とする。

主

要

製

品

仕

様

鋼

管

外径２７．２２０Ａ 肉厚　２．８

ＩＳＯ９００１・ＩＳＯ１４００１の認証取得企業で品質管理された製品とし、（一社）日本公園施設業協会の賠償責任保険付と

鋼管・鋼材は、電気亜鉛メッキ処理（地際部の鋼管は２０\U+03BCｍ以上）後、アクリル焼付塗装とする（基礎部品は除く）。

ボルト・ナットは、電気亜鉛メッキ処理とする。

する。本製品は、遊具の安全に関する規準ＪＰＦＡ－ＳＰ－Ｓ：２０１４に準拠した製品とする。

利用対象年齢は、幼児（３才～６才）・児童（６才～１２才）とする。

主

要

製

品

仕

様

鋼

管

１０Ａ 外径１７．３ 肉厚　２．３

外径３４．０２５Ａ 肉厚　３．２

外径２１．７ 肉厚　２．８１５Ａ

外径２７．２２０Ａ

外径４２．７

肉厚　２．３

３２Ａ 肉厚　３．５

外径１０１．６９０Ａ 肉厚　４．２

ＩＳＯ９００１・ＩＳＯ１４００１の認証取得企業で品質管理された製品とし、（一社）日本公園施設業協会の賠償責任保険付と

鋼管は、電気亜鉛メッキ処理（地際部の鋼管は２０μｍ以上）後、アクリル焼付塗装とする（基礎部品は除く）。

ボルト・ナットは、電気亜鉛メッキ処理とする。

利用対象年齢は、児童（６才～１２才）とする。

する。本製品は、遊具の安全に関する規準ＪＰＦＡ－ＳＰ－Ｓ：２０１４に準拠した製品とする。

主

要

製

品

仕

様

鋼

管

２０Ａ 外径２７．２ 肉厚　２．８

５０Ａ 外径６０．５ 肉厚　３．８

１台 １台

１台 １台

Ｃ詳細図Ｂ詳細図

滑面断面図

参考品番：日都産業　ＳＥ－０６

Ｄ詳細図

安全領域

接合部詳細図

安全領域

Ａ詳細図

安全領域

Ｂ詳細図

安全領域

Ｃ詳細図

Ａ詳細図

プラスチック

六角穴付ボタンボルト 六角穴付皿ボルト

六角穴付ボタンボルト

プラスチック

再生ゴムマット　 ｔ ＝５０
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１５

Ａ－Ａ断面詳細図 Ｂ－Ｂ断面詳細図 座グリ穴用ふた平面・ 断面図

１５

大型４人用ぶらんこ

参考品番：日都産業　ＳＷ－１４

５０Ａ 外径６０．５ 肉厚　３．８

肉厚　４．２外径８９．１８０Ａ

ＩＳＯ９００１・ＩＳＯ１４００１の認証取得企業で品質管理された製品とし、（一社）日本公園施設業協会の賠償責任保険付と

支柱部（５０Ａ）は、溶融亜鉛メッキ・トップコート処理後、アクリル焼付塗装とする。

ボルト・ナット及び吊り部材は、電気亜鉛メッキ処理とする。

利用対象年齢は、児童（６才～１２才）とする。

する。本製品は、遊具の安全に関する規準ＪＰＦＡ－ＳＰ－Ｓ：２０１４に準拠した製品とする。

主

要

製

品

仕

様

鋼

管

梁部（８０Ａ）・鋼材は、電気亜鉛メッキ処理後、アクリル焼付塗装とする（基礎部品は除く）。

大型４人用ぶらんこ境界柵

参考品番：日都産業　ＦＥ－４４

３２Ａ 外径４２．７ 肉厚　３．５

ＩＳＯ９００１・ＩＳＯ１４００１の認証取得企業で品質管理された製品とし、（一社）日本公園施設業協会の賠償責任保険付と

鋼管は、溶融亜鉛メッキ・トップコート処理後、アクリル焼付塗装とする。

する。本製品は、遊具の安全に関する規準ＪＰＦＡ－ＳＰ－Ｓ：２０１４に準拠した製品とする。

主

要

製

品

仕

様

鋼

管

砂場枠（Ｌ１０００）、砂場枠（コーナー）

（社）日本公園施設業協会の生産物賠償責任保険付とする。
主

要

製

品

仕

様

鋼

管

参考品番：日都産業　ＰＧ－１５（砂場枠）

参考品番：日都産業　ＰＧ－１６（コーナー）

　砂場枠（ Ｌ １０００） 　砂場枠（ コーナー）

特　記　仕　様　書

について確認しなければならない。

こと。また、「公園施設製品安全管理士」がＪＰＦＡ－ＳＰ－Ｓ：２０１４基準への適合

園施設製品整備技師」が製造及び施工にかかわり、製品製作の各段階で適切な管理を行う

・遊具に対して十分な知識と経験・技術を有する「公園施設製品安全管理士」もしくは「公

・遊具の安全領域に注意して設置すること。

・施工時には安全に作業を行うための適切な安全対策を施さなければならない。

・遊具は「ＳＰ表示認定企業」の「公園施設製品安全管理士」によりＪＰＦＡ－ＳＰ－Ｓ：

２０１４基準への適合について検査確認しなければならない。

・遊具の引き渡し時には取扱説明書を管理者に提出しなければならない。

・遊具の形状寸法、部材寸法及び配置などの項目について、安全確保の観点から変更する必

要があると認められるときは発注者に対して、協議などを行うこと。

・子供の遊びの特徴から、子供が施工中の遊具に興味を示すことがあるため、資材搬入時や

施工時から施工完了、引き渡しまでの期間の安全確保が図れるように十分注意すること。

・引き渡し前の遊具を利用できないように事故防止対策を徹底すること。
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①

②

ＥＭ－ＣＥ３．５－３Ｃを既設（ＦＥＰ３０）へ入線

ＥＭ－ＣＥ３．５－３Ｃ（ＦＥＰ３０）

ＥＭ－ＡＥ１．２－２Ｃを既設（ＦＥＰ３０）へ入線

ＥＭ－ＡＥ１．２－２Ｃを既設（ＦＥＰ３０）

照明：NNY22694、ﾎﾟｰﾙ：YD4509HN(ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ)同等

時計：ALC-783E　ﾎﾟｰﾙ：PSA5030-450（ｾｲｺｰ）同等

【設置機器】

①

②

電気設備工事図


